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＜学校教育目標＞『「いのち」かがやく 瑞穂の子 ～心豊かに たくましく～』 

－あしたも来たいと思える学校－ 

 

ジャンプのウサギからとびタツ飛躍の年にしましょう 

～「ま・と・め」の３学期 始業式を迎えました～ 
 

新年あけましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこと

と心よりお慶び申し上げます。 

 

年初より、能登半島地震や羽田空港の事故など、痛ま

しいニュースが続きました。被災された方々にはお見舞

いを申し上げます。 

不安な心の子どもたちもいると思います。だからこそ、

生命の大切さをしっかりかみ締めながら、皆様の希望である瑞穂の子が毎日笑顔で登校でき

ますように、努めてまいります。温かいご支援を宜しくお願い致します。 

また、学期初めは体調を崩しやすい時期でもあります。お子様の健康観察に引き続きご協

力をお願いします。そして、ご家族の皆様のご健勝も心より祈っております。 
 

本日(1/9)３学期がスタート。瑞穂の子たちが元気に集ってきました。始業式を行いました。 

３学期は、今の学年のま・と・めにチャレンジし、次の学年で飛躍の準備をする学期です。 

 

 

 

 

 

 

３学期に特に大切にしてほしいことです。 

(1)「生命を大切に」 ～優しく安全な学校をみんなでつくりましょう～ 

・いろいろなウイルスにも負けないで、健康管理に気をつけましょう。 

石鹸での手洗いや換気も大切です。マスクもうまく着用しましょう。 

・歩道の真ん中を歩く。ポケットに手を入れて歩かないで、手袋なども使いましょう。 

・自転車の乗り方、歩いて信号を渡る時など、交通ルールも守りましょう。 

・地震の避難訓練も計画しています。「自分の生命は自分で守る心」を磨きましょう。 

 

(2)「時間を大切に」 ～登校は 6年生が卒業式まで４９日 1～5年生は５２日で修了式～ 

・３学期は１学期や２学期と比べて一番短い学期です。すぐに過ぎ去ってしまいます。 

だから、学校での勉強も１時間１時間を大切にしましょう。 

・生活リズムを早く戻すことが必要です。朝は寒いですが早起きにチャレンジしましょう。 

 

※始業式では、メジャーリーガー大谷翔平選手からいただいた野球グローブも紹介しました。 

「ま・と・め」にチャレンジする３学期 
ま まいにち まいにち       （毎日チャレンジ） 

と ともだちと いっしょに      （友達とチャレンジ） 

め めあて(目標)めざし やりきろう  （めあてにチャレンジ） 

「瑞穂小だより」 



 

今年は、タツ年です。 
令和 6年(2024年)は「甲 (きのえ)  辰(たつ)」。「甲」は「甲乙丙丁……癸」の始まりで、

物事の始まりである他、まっすぐに堂々とそそり立つ大木を表しているようです。 

「辰」は十二支の中では唯一の架空の生き物、龍(竜)を意味します。水や海の神として祀

られてきた龍は、竜巻や雷などの自然現象を起こす大自然の躍動を象徴するものであり、 

「龍が現れるとめでたいことが起こる」と伝えられてきました。 

この 2つの組み合わせである甲辰には、「成功という芽が成長していき、姿を整えていく」

との縁起のよさを表しているといえそうです。まさに瑞穂の子にピッタリです。 

2023 年は、世界中が多くの試練に見舞われた新型コロナウイルスも新たな対応になりまし

た。2024 年は、皆で不安を克服し、新たな成功が生まれ成長でき、希望あふれる躍動の年、

飛躍の年になるように願っています。今年も笑顔で大きくとびタツ年にしましょう！！ 

 

図工展・オープンスクールを開催します 

〇図工展 1/25(木)～1/27(土)に鑑賞できます  

 

 

 

 

 

 

〇オープンスクール1/27(土) ２校時～４校時(9:30～12:05)  ※1/29(月)は代休日です 

・全学級が健康教育に関する授業も計画しています。 

 

・上履きのご持参 、名札の着用をお願いします。 

・「図工展・オープンスクール来校者証」を事前に発行予定です。ご持参ください。 

・車での来校はご遠慮ください。学校周辺は駐車禁止となっています 。 

・徒歩での来校にご協力願います。やむを得ず自転車でお越しの際は、十分なスペースは設

けられませんが、校内の特設駐輪場をご利用ください。 

※児童が集中して学習できるよう、動画や写真等の撮影の禁止と参観中の私語は控えていた

だくよう、ご理解とご協力をお願いします。 

十二支にまつわるお話で、動物たちの競争の話を紹介します。 

 

神様が「元日に私の元へ挨拶に来なさい。１２着までに来た者たちを、順番に１年間の王様にしてあ

げよう」というお触れを出し、それを見た動物たちが神様の元へ向かって競争したようです。 

皆さんは、誰が一番だったと思いますか？ 

ウサギやトラなどの動物たちは、夜が明ける少し前から神様の元へ出かける準備を始めます。 

飛び跳ねるように進むウサギや足の速いトラは１着で到着してもおかしくはありませんでした。 

しかし、ウシは前日の夜に出発していました。ウシは最初に神様の家に到着しましたが、開門と同時

に、ウシの背中に乗っていたネズミが飛び降りて先にゴールしたため、ネズミが１着、ウシが２着とい

う結果になりました。 

タツは開門前に到着していたネズミとウシには勝てず、結果的に５番目の干支となりました。 

※出典：十二支のはじまり（教育画劇）を参考にしていています。 

 保護者の鑑賞時間 

１月２5日（木） 13:30～16:30 

１月２6日（金） 13:30～16:30 

１月２7日（土） 9:00～12:20 

会場は体育館です 

図工展作品を作成中 

https://www.kyouikugageki.co.jp/bookap/detail/214/

